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(54)【発明の名称】 液晶表示装置の駆動方法

(57)【要約】
【課題】 ＬＣＤの駆動において画面のコントラストを
低下させることなくちらつきを低減する。
【解決手段】 ＬＣＤを駆動するための方法は、ＬＣＤ
に所定数の列、所定数の行、ならびに所定数の画素を与
える工程と、列、行、または画素の複数回の反転によっ
てＬＣＤを駆動する工程とを含み、これにより全フリン
ジ電界効果を低減する。列の数（ｍ）を２～走査線の数
の間の任意の整数とし、行の数（ｎ）は２～列の線の数
の間の任意の整数とすることが可能である。行、列及び
画素反転法を用いた信号波形（１２，１３，１４）によ
り、２つの連続したフレームにおいて画素に印加される
電場の極性（１７，１８，１９）が逆転する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  ＬＣＤを駆動するための方法において、
ＬＣＤに所定数の列、所定数の行、ならびに所定数の画
素を与える工程と、列、行、または画素の複数回の反転
によってＬＣＤを駆動する工程とを含み、これにより全
フリンジ電界効果を低減して表示画面のコントラストを
維持するとともにちらつきを最小とすることを特徴とす
る方法。
【請求項２】  反転の回数は調整可能であることを特徴
とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】  列の数（ｍ）は２～走査線の数の間の任
意の整数であり、行の数（ｎ）は２～列の線の数の間の
任意の整数であることを特徴とする請求項１または２に
記載の方法。
【請求項４】  パッシブまたはアクティブ駆動されるＬ
ＣＤにｎ行反転が行われることと、ｎは２～走査線の数
の間の任意の整数であることとを特徴とする請求項３に
記載の方法。
【請求項５】  アクティブ駆動されるＬＣＤにｍ列反転
が行われることと、ｍは２～列の線の数の間の任意の整
数であることを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項６】  ｎを２～走査線の数の間の整数とし、ｍ
を２～列の線の数の間の整数として、アクティブ駆動さ
れるＬＣＤにおいてｎ×ｍ画素反転が行われることを特
徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項７】  アクティブ駆動される小型ＴＦＴＬＣＤ
またはシリコンＬＣＤ上の反射型液晶の少なくともいず
れか一方に対して行われることを特徴とする請求項１乃
至６のいずれかに記載の方法。
【請求項８】  ＬＣＤの複数の列、行、または画素が同
時反転されることを特徴とする請求項１乃至７のいずれ
か１項に記載の方法。
【請求項９】  前記複数は２であることを特徴とする請
求項８に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明はパッシブまたはアク
ティブ駆動される液晶表示装置に関し、より詳細には観
測者によるちらつき効果の知覚を低減するためのこうし
た液晶表示装置の駆動方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】液晶表示装置（ＬＣＤ）はよく知られた
ものであるが、二乗平均値ではなく時間波形に応答する
という、時間に対する速過ぎる応答（パッシブ駆動され
るＬＣＤの場合）や、電荷の不均衡（アクティブ駆動さ
れるＬＣＤの場合）によるちらつきの問題を有する。
【０００３】この不均衡の原因は、トランジスタが基板
の２つの表面の一方にのみ移植されることである。アク
ティブ駆動されるＬＣＤにおける知覚されるちらつきを
低減するため、行、列、及び画素の反転が提案されてい
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る。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】これによりちらつき効
果は知覚されない程度にまで空間的に平均化されるが、
画素境界において生じるフリンジ電界効果のためにコン
トラストが低下する。画素サイズが小さすぎない場合に
は、この損失は通常無視できるものであるが、小型の表
示装置の場合（例  アモルファスシリコンＴＦＴ、ポリ
シリコンＴＦＴ、及びシリコン上の小型液晶）、コント
ラストにおける損失は深刻であり、補償され得るもので
はない。
【０００５】本発明の目的は、これらの難点の解消を図
ることにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するた
め、本発明は、ＬＣＤを駆動するための方法であって、
ＬＣＤに所定数の列、所定数の行、ならびに所定数の画
素を与える工程と、列、行、または画素の複数回の反転
によってＬＣＤを駆動する工程とを含み、これにより全
フリンジ電界効果を低減して表示画面のコントラストを
維持するとともにちらつきを最小とすることをその要旨
とする。
【０００７】本発明の利用により小型表示装置において
ちらつきを低減することが可能である。反転の数は調整
可能としてもよい。これにより柔軟性が与えられ、コン
トラストと知覚されるちらつきとの間のバランスをとる
ことが可能である。
【０００８】２～走査線の数の間の任意の整数でありう
る所定数（ｍ）の列があることが好ましく、また、２～
列の線の数の間の任意の整数でありうる所定数（ｎ）の
行があることが好ましい。これによりサイズの異なるＬ
ＣＤへの適用が可能となる。
【０００９】ｎは２～走査線の数の間の任意の整数であ
るものとして、パッシブまたはアクティブ駆動されるＬ
ＣＤにｎ行反転を行うことが可能である。これにより２
つの駆動形態への適用が可能となる。
【００１０】ｍは２～列の線の数の間の任意の整数であ
るものとして、アクティブ駆動されるＬＣＤにｍ列反転
を行うことが可能である。ｎを２～走査線の数の間の整
数とし、ｍを２～列の線の数の間の整数として、アクテ
ィブ駆動されるＬＣＤにおいてｎ×ｍ画素反転を行うこ
とが可能である。
【００１１】本発明の方法は、アクティブ駆動される小
型ＴＦＴＬＣＤまたはシリコンＬＣＤ上の反射型液晶の
少なくともいずれか一方に対して行うことが可能であ
る。複数、好ましくは、ＬＣＤの２本の列、２本の行、
及び２個の画素の同時反転が行われる。
【００１２】
【発明の実施の形態】図にはＬＣＤを駆動するための方
法が示されている。この方法は、所定数（ｍ）の列及び
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3
所定数（ｎ）の列をＬＣＤに設ける工程であって、画素
数は（ｎ×ｍ）個である工程と、列、行、または画素の
複数回の反転によってＬＣＤを駆動する工程を含み、よ
って全体のフリンジ電界効果を低減して表示装置のコン
トラストを維持するとともにちらつきを低減するもので
ある。
【００１３】図１はパッシブ駆動されるＬＣＤの構造の
断面図を示したものである。ガラス基板３の外側には偏
光板２が取り付けられている。各ガラス基板３の内面
（図において）は好ましくはインジウム－スズ酸化物
（ＩＴＯ）フィルム４である導電性媒体にてコーティン
グされ、ＩＴＯフィルム４には液晶層６内の液晶分子を
整列させるためのポリアミドフィルム５のコーティング
が施されている。
【００１４】ガラス基板３の間には、通常はエポキシ接
着剤などのエポキシシール材７であるシールによって閉
鎖空間が形成され、この空間に液晶材料が充填される。
ＬＣＤの構造は液晶層６に対して対称である。次にＩＴ
Ｏ線の交点によって与えられる個々の画像情報を指定す
るため、マトリクス指定プロトコルが電極を形成するＩ
ＴＯコーティング４に適用される。ＬＣＤ１に正味ＤＣ
が印加されることを避けるため、フレーム反転が用いら
れる。図２は共通及びセグメントＩＴＯ電極４に印加さ
れる波形の一例を示したものである。液晶材料分子は通
常完全には非極性でないことにより、ちらつき効果が依
然見られる場合がある。そのような場合、充分に大きな
フレーム振動数を用いることによりちらつき効果を低減
することが可能である。ＬＣＤの構成が対照的ではない
場合もある。
【００１５】図３（ａ）及び３（ｂ）は、ポリアミドコ
ーティングの下側に、２つのＩＴＯ面間の電気絶縁性を
高めるための二酸化ケイ素のコーティング８が施された
構成を示したものである。
【００１６】図４（ａ）～（ｄ）は、着色フィルタ材料
が適用されたＬＣＤを示したものであり、図４では、着
色フィルタ材料は後部ガラス基板の上で前部ガラス基板
の下側またはＩＴＯ層の上もしくは下に配されており、
それぞれ着色フィルタ材料は参照符号９にて示してあ
る。
【００１７】図５（ａ）及び５（ｂ）には更なる実施形
態が示されており、反射コーティング１０が後部ガラス
基板３のＩＴＯ層の上または下に施されている。図３～
５（ｂ）に示されるようなこれらの異なる付加的要素に
よってＬＣＤの対称性が失われ、基板間に電荷蓄積の不
均衡が生じる。この不均衡により正味のＤＣ及び２つの
連続したフレームにおいて異なる有効信号波形が生じ、
ちらつきの原因となる。２枚のガラス基板３の一方に着
色フィルタ、アモルファスシリコンＴＦＴ、ポリシリコ
ンＴＦＴなどが配されることによって電荷の不均衡が生
ずるアクティブ駆動ＬＣＤにおいてもちらつきは見られ
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る。反射型単結晶（ＣＭＯＳ）表示装置の場合、図６に
示されるようにガラス基板の一方はシリコンダイすなわ
ち基板１１にて置き換えられ、不均衡の程度はより大き
くなっている。有効信号波形の不均衡によって生ずるこ
うしたちらつきを低減するため、アクティブ駆動ＬＣＤ
に対して行／列反転法が用いられ、ちらつき効果は知覚
され得ない程度にまで空間的に平均化される。図７，８
及び９は、それぞれ行、列、及び画素反転法を用いた信
号波形１２，１３，１４を示したものである。それぞれ
の場合においてスイッチング信号１５が示され、ＩＴＯ
電圧は参照符号１６にて示されている。
【００１８】次に図１０、１１及び１２を参照すると、
行、列及び画素反転法を用いた２つの連続したフレーム
について画素に印加される電場の極性１７，１８及び１
９がそれぞれ示されている。上に示されたフレームＮの
それぞれでは、各マトリクスにおいて対応するフレーム
Ｎ＋１に対して反転により極性が逆となっていることが
分かる。パッシブ駆動されるＬＣＤでは行反転を用いて
知覚されるちらつきを最小とする。
【００１９】図１３は行反転を用いた信号波形２０を示
したものであり、フレームＮとフレームＮ＋１との間の
境界線において反転が起きている。これらの実施形態で
は本発明を具体化した反転方法により、画素境界におい
て生ずるフリンジ電界効果のためにコントラストが低減
している。この損失は画素サイズがそれほど小さくない
場合には比較的無視できるものであるが、小型の表示装
置（例  アモルファスシリコンＴＦＴ、ポリシリコンＴ
ＦＴ、及び反射型ＣＭＯＳ小型表示装置）の場合、コン
トラストの損失は大きく、看過できるものではない。
【００２０】図１４は、列反転法により駆動される１５
μｍ×１５μｍの２個の画素の２ディレクタ型の構成２
１を示したものである。本発明の利用により、複数列／
行反転駆動方法によって表示画面上の全フリンジ電界効
果は大幅に低減してコントラストは維持される一方で知
覚されるちらつきは最小となる。反転の回数を調整して
コントラストと知覚されるちらつきのバランスをとるこ
とが可能である。
【００２１】図１５はｎ行反転による波形２２を示した
ものであり、この場合、ｎ＝２、Ｍは走査線の数であ
る。ｎ＝Ｍである場合、従来のフレーム反転が行われる
が、ｎ＝１である場合には、１行反転法が用いられる。
ｎを大きくすることにより、フリンジ電界効果は低減
し、知覚されるちらつきは増大する。図１５では、反転
はフレームＮとフレームＮ＋１との間の境界線において
起きている。
【００２２】同様に図１６、１７及び１８には、アクテ
ィブ駆動されるＬＣＤにおける複数行、複数列、及び複
数画素反転において画素に印加される電界の極性が、そ
れぞれ参照符号２３，２４，及び２５にて示されてい
る。各実施形態において、極性及びフレームはフレーム
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Ｎ＋１の各画素マトリクスにおいて逆転している。
【００２３】図１９，２０及び２１は各駆動波形２６，
２７及び２８を示したものであり、それぞれの場合につ
いてＩＴＯ電圧が参照符号２９にて、スイッチング信号
が参照符号３０にて示されている。
【００２４】図１９～２１は、２行、２列、及び２×２
画素を用いた反転方法を示したものである。方法として
複数画素反転法を用いた場合、ｍ及びｎの少なくともい
ずれか一方が１よりも大きいものとして、構成要素はｍ
×ｎのオーダーでありうる。
【００２５】例
反射型単結晶ＣＭＯＳマイクロ表示装置において、画素
サイズが１０μｍであるものと仮定すると、１列反転に
よってコントラストは３０％低下する。４列反転法を用
いることによってコントラストの低下を５％以下とする
ことが可能であると同時に知覚されるちらつきがなくな
る。
【００２６】
【発明の効果】本発明を具体化した方法を利用すれば、
列／行／画素反転法にてＬＣＤを駆動する方法によっ
て、ちらつき効果が知覚されなく程度にまで空間的に平
均化され、コントラストの低下が許容され得る範囲に維
持される。言い換えれば、本発明を具体化した方法によ
り、表示画面上の全フリンジ電界効果が大幅に低減する
ためにコントラストが維持されると同時に知覚されるち
らつきが最小となる。反転の回数を調整してコントラス
トと知覚されるちらつきとのバランスをとることが可能
である。
【図面の簡単な説明】
【図１】パッシブ駆動されるＬＣＤの構造を示す概略断
面図。
【図２】図１のＬＣＤの共通電極及びセグメント電極に
適用される波形を示す図。
【図３】２つのＩＴＯ表面間の電気絶縁性を向上される
ために施された二酸化ケイ素のコーティングの断面図。
【図４】ＬＣＤのＩＴＯ層の上または下に適用されたカ
ラーフィルタ材料の異なる位置を示す図。
【図５】ＬＣＤの後部基板のＩＴＯ層の上（図５
（ａ））または下に施された反射コーティングを有する
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ＬＣＤの概略断面図。
【図６】反射型単結晶ＣＭＯＳマイクロ表示装置の構造
を示す概略図。
【図７】アクティブ駆動されるＬＣＤの行反転法を用い
た信号波形を示す図。
【図８】アクティブ駆動されるＬＣＤの列反転法を用い
た信号波形を示す図。
【図９】アクティブ駆動されるＬＣＤの画素反転法を用
いた信号波形を示す図。
【図１０】行反転法を用いた場合の連続したフレームの
画素に印加される電界の極性を示す概略図。
【図１１】列反転法を採用した場合の２個の連続したフ
レームの画素に印加される電界の極性を示す概略図。
【図１２】画素反転法を採用した場合の２個の連続した
フレームの画素に印加される電界の極性を示す概略図。
【図１３】パッシブ駆動されるＬＣＤのための行反転法
を用いた信号波形を示す図。
【図１４】列反転モードで駆動される場合の２個の画素
の２次元的ディレクタの構成を示す図。
【図１５】パッシブ駆動されるＬＣＤのための２行反転
法を用いた波形を示す図。
【図１６】２行反転法を採用した場合の２個の連続した
フレームの画素に印加される電界の極性を示す図。
【図１７】２列反転法を採用した場合の２個の連続した
フレームの画素に印加される電界の極性を示す図。
【図１８】ｎ×ｍ＝２×２画素反転法を採用した場合の
２個の連続したフレームの画素に印加される電界の極性
を示す図。
【図１９】２行反転法を採用した、アクティブ駆動され
るＬＣＤ用の信号波形を示す図。
【図２０】２列反転法を採用した、アクティブ駆動され
るＬＣＤ用の信号波形を示す図。
【図２１】ｎ×ｍ＝２×２画素反転法を採用した、アク
ティブ駆動されるＬＣＤ用の信号波形を示す図。
【符号の説明】
１２…行反転法に基く信号波形、１３…列反転法に基く
信号波形、１４…画素反転法に基く信号波形、１５…ス
イッチング信号、１６…ＩＴＯ電圧。
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─────────────────────────────────────────────────────
【手続補正書】
【提出日】平成１３年７月１８日（２００１．７．１
８）
【手続補正１】
【補正対象書類名】図面

【補正対象項目名】全図
【補正方法】変更
【補正内容】
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